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単位

計画値

名称
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食生活改善推進協議会が行う市民伝達講習会の開催数

健康づくりのための料理講習会開催数

健康づくりのための料理講習会参加人数

あいあいで開催した講習会の参加者数

単位
③

計画値
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２８年度

4
回

100

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 長寿健康づくり室長　駒谷　みどり

目
的

概
要

・食生活改善推進協議会への活動支援
・地域の健康づくり活動の人材育成に向けた健康づくり応援隊養成講座の開催
・トレーニング室開放事業　等

亀山市食育推進・健康増進計画に基づき、地域の健康づくりの活動を支援し、市民の健康づくりの意識の向上につなげる。

２７年度

総コスト 4,941

一般財源 792 1,443

2,579 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

受益者負担額 0

⑤
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業
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総合判定
　地域での健康づくりの活動支援として、「健康づくり応援隊養成講座」を神辺地区で開催し、25名が修了し、住民が主
体となった健康づくり活動の一助となった。
　健康づくりのための料理講習会では、ホームページにレシピを掲載するなど、市民への啓発を行った。 Ｂ

まずまず進んだ

　健康づくり応援隊養成講座については、地域が主体となった健康づくり活動のきっかけづくりとしては効果的であるが、講座終了後の
地域での取り組みは様々であり、活動としては継続しているものの、健康づくりの輪を広げていくことが難しい。
　トレーニング室の開放について、毎年、一定数以上の利用者があり、運動のきっかけづくりとしては効果を示しているが、市内には、
類似または競合する施設やサービスが民間・公設ともに存在しており、運営方法の見直しを行う必要がある。

　今後も、住民が主体となった地域での健康づくり活動の輪が広がるよう、地域の状況を確認しながら、必要に応じて支援していく。
　トレーニング室の運営にあたっては、機能や役割が重複する他の運動施設や、総合保健福祉センター内の他の施設とのバランスも
考慮しながら、運営の方向性を検討する。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 2,844

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
・食生活改善推進協議会による伝達講習会
　健康づくりのための料理講習会（あいあいで開催）：延4回、100人参加
　地域での料理講習会：延17回、275人参加
・地域の健康づくり活動の人材育成
　健康づくり応援隊養成講座：神辺地区　6回シリーズ　延146人
・あいあい祭り（10月18日）での啓発
　食生活改善推進協議会による骨粗鬆症予防啓発
　親子歯科検診、口腔内細菌チェック、がん予防啓発　等
・トレーニング室開放事業
　トレーニング室利用者数　22,798人
　トレーニング室利用説明会　24回　50人

県支出金 417 265

再
掲

翌年度への繰越額

その他 1,543 654 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債

国庫支出金 所要人員 0.34

人
件
費

総人件費 2,844
事業費 2,752 2,097 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額
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的
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・
概
要

対象 市民

③
指
標

施策の方向 02:健康づくり支援体制の充実 項 保健衛生費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 保健衛生総務費

施
策
体
系

基本施策の大綱 03:健康で自然の恵み豊かな環境の創造 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 01:健康づくりの推進 款 衛生費

単位

Ｈ27(標準事業)
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項

計画コード 事業名 部名 健康福祉部
04005-1 健康づくり事業 室名 健康推進室


